
[大会名]春の高校バレー第 72回全日本バレーボール高等学校選手権大会茨城県予選会 

試合会場レポート 
[試合番号]特設 2 [開催日]2019/11/13 

[会場]日立市池の川さくらアリーナ 

[観客数]1000 [開始時間]12:02 [終了時間]13:02 [試合時間]1:00 

[主審]高橋 直也 [副審]松延 亮一 [記録員]佐々木 仁軌 

男子：決勝戦 
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戦 評 

第１セット，序盤は土浦日本大学高等学校が立原のスパイクから４連続得点を奪い，霞ヶ浦高等学校からリ

ードを奪う。中盤以降も，土浦日大はセッター中西がアタッカーを使い分け，霞ヶ浦のブロックを翻弄し点差

を広げる。終盤は霞ヶ浦も粘りを見せ，サイドアウトを繰り返す展開となったが，序盤のリードを守りきった

土浦日大がこのセットを奪った。 

第２セット，序盤は霞ヶ浦のリズムが良く，アウトサイドからの攻撃で得点を重ねる。しかし，土浦日大は

宮根の得点からリズムが変わり，立原のアタックや，中西の意表を突いたツースパイクなどで徐々に点差を広

げる。土浦日大が霞ヶ浦を一気に突き放すかと思われたが，青木，石川のアタックや田上のサービスエースで

霞ヶ浦が２点差まで詰め寄る。しかし，土浦日大はタイムアウト後に落ち着きを取り戻し，ブロックのワンタ

ッチから攻撃に繋げる。最後は土浦日大が，中村のサービスエースでセットを連取した。 

第３セット，開始から土浦日大が興津のサーブで霞ヶ浦のサーブレシーブを崩し，５連続得点を奪う。霞ヶ

浦はタイムアウト後に赤城，柿沼のポイントで点差を詰めるが，その後はサーブで攻めきれずに土浦日大が確

実にサイドアウトを繰り返す。ミスが続いてリズムに乗れない霞ヶ浦に対し，土浦日大は中西がミドル，アウ

トサイドを効果的に使う。最後はエース立原にトスを集め，強烈なバックアタックが決まり土浦日大の勝利と

なった。 
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